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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
立
海
ホ
ス
ト
部
、
柳
蓮
二
の
野
望

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
１
８
０
Ｆ

【
作
者
名
】

　
福
寺
な
つ

【
あ
ら
す
じ
】

　
「
樺
跡
で
ホ
ス
ト
パ
ラ
レ
ル
」
テ
ニ
プ
リ
（
樺
跡
）
ギ
ャ
グ
気
味
で
す
。
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「
樺
跡
で
ホ
ス
ト
パ
ラ
レ
ル
」
１
（
前
書
き
）

こ
れ
は
サ
イ
ト
「
Ｂ
ａ
ｎ
ｃ
ａ
」
に
載
せ
た
も
の
で
す
。



3

「
樺
跡
で
ホ
ス
ト
パ
ラ
レ
ル
」
１

「
樺
跡
で
ホ
ス
ト
パ
ラ
レ
ル
」

立
海
ホ
ス
ト
部
の
評
判
を
聞
き
つ
け
、
氷
帝
テ
ニ
ス
部
で
は
闇
の
会
議
が
開
か

れ
て
い
た
。

「
偵
察
部
隊
、
た
だ
い
ま
帰
還
し
ま
し
た
」

「
御
苦
労
」

偵
察
部
隊
２
名
は
、
場
の
視
線
を
一
身
に
集
め
な
が
ら
着
席
し
た
。

「
そ
れ
で
、
ど
う
だ
っ
た
、
立
海
は
」

「
盛
況
で
し
た
ね
。
敵
は
手
ご
わ
い
で
す
よ
、
監
督
」

や
は
り
、
と
監
督
・
榊
太
郎
（
４
３
）
は
考
え
深
げ
に
頷
い
た
。

「
勝
因
は
何
だ
と
思
う
、
跡
部
」

偵
察
部
隊
そ
の
壱
、
跡
部
景
吾
は
、

「
そ
ん
な
事
よ
り
監
督
。
男
ふ
た
り
で
他
校
の
ホ
ス
ト
部
の
催
し
に
行
く
の
は
、

大
変
だ
っ
た
の
で
す
が
」

「
ホ
ン
マ
や
な
あ
」

「
可
哀
相
、
樺
地
」

「
跡
部
と
ふ
た
り
で
だ
ぜ
？
」

「
考
え
て
み
そ
、
俺
だ
っ
た
ら
絶
対
ヤ
だ
」

「
う
る
さ
い
！
お
前
ら
！
！
だ
か
ら
変
装
し
て
行
っ
た
ん
だ
ろ
う
が
！
！
」

偵
察
部
隊
そ
の
弐
、
樺
地
崇
弘
は
、

「
で
も
す
ぐ
、
バ
レ
ま
し
た
」

と
、
厳
か
に
報
告
し
た
。

一
同
が
、
よ
り
一
層
樺
地
に
同
情
の
目
を
向
け
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

立
海
ホ
ス
ト
部
、
柳
蓮
二
の
野
望
。



4

切
原
赤
也
は
全
速
力
で
走
っ
た
。

「
副
部
長
ー
ー
ー
ー
ー
！
」

「
走
る
な
、
赤
也
！
埃
が
立
つ
！
！
」

柳
の
叱
責
が
飛
ぶ
。

当
の
副
部
長
は
部
屋
の
隅
で
文
化
祭
行
事
を
サ
ボ
っ
て
い
た
。
真
面
目
な
彼
も

今
日
ば
か
り
は
勝
手
が
違
い
疲
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

声
も
い
さ
さ
か
、
い
か
め
し
さ
が
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
。

「
こ
こ
で
は
真
田
さ
ん
と
呼
べ
。
ど
う
し
た
赤
也
」

「
俺
の
指
名
に
男
が
入
っ
て
た
ッ
ス
！
！
！
！
ジ
ャ
ッ
カ
ル
に
回
し
ま
す
よ
！
」

返
答
し
た
の
は
、
今
日
は
一
層
キ
ビ
キ
ビ
と
し
て
い
る
柳
だ
っ
た
。

「
そ
の
客
は
、
俺
と
約
束
が
あ
る
ん
だ
。
赤
也
、
お
前
の
客
扱
い
で
頼
む
」

「
柳
先
輩
」

「
蓮
二
も
、
や
っ
と
会
計
で
は
な
く
ホ
ス
ト
に
回
る
の
か
」

「
寝
言
を
言
う
な
、
弦
一
郎
。
こ
の
部
で
会
計
が
出
来
る
の
は
俺
し
か
い
な
い

だ
ろ
う
。
ホ
ス
ト
業
は
お
前
や
赤
也
が
、
し
っ
か
り
や
れ
。
幸
い
、
赤
也
と
仁

王
目
当
て
の
客
が
多
く
、
我
が
部
の
成
績
は
好
調
だ
」

柳
の
目
は
ギ
ラ
ギ
ラ
と
光
っ
て
い
た
。

同
時
に
真
田
と
赤
也
は
戦
慄
し
た
。

テ
ニ
ス
で
鍛
え
上
げ
た
勘
が
、
赤
信
号
を
発
し
て
い
る
。

「
真
田
さ
ん
、
柳
先
輩
の
表
情
が
イ
ッ
ち
ゃ
っ
て
る
ん
ス
け
ど
…
…
」

「
蓮
二
は
業
績
デ
ー
タ
分
析
に
、
の
め
り
込
ん
で
い
る
…
…
逆
ら
わ
な
い
方
が

い
い
ぞ
、
赤
也
」

本
人
を
目
の
前
に
し
て
、
真
田
も
赤
也
も
声
を
ひ
そ
め
ず
貶
し
あ
う
。

し
か
し
、
貶
さ
れ
た
柳
は
、
ま
さ
に
受
け
流
す
こ
と
柳
の
如
し
な
の
だ
っ
た
。

「
で
も
柳
先
輩
、
何
で
俺
の
客
扱
い
な
ん
ス
か
？
回
す
ん
な
ら
指
名
率
低
い
ハ

ゲ
に
…
…
」

「
…
…
ジ
ャ
ッ
カ
ル
に
は
ブ
ン
太
を
こ
れ
以
上
太
ら
せ
な
い
よ
う
昨
日
言
っ
て

お
い
た
。
失
敗
し
た
場
合
は
ふ
た
り
ま
と
め
て
沖
縄
の
比
嘉
中
へ
送
る
予
定
だ
」
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沖
縄
？

「
ヒ
ィ
イ
イ
イ
イ
、
比
嘉
中
ッ
ス
か
ー
ー
ー
ー
！
？
」

す
ぐ
横
の
立
海
テ
ニ
ス
部
文
化
祭
出
し
物
、
ホ
ス
ト
部
に
ま
る
聞
こ
え
の
悲
鳴

を
赤
也
は
張
り
上
げ
た
。

（
助
け
て
、
こ
の
人
送
ら
れ
た
比
嘉
中
の
都
合
も
考
え
て
ね
え
よ
！
）

と
、
赤
也
は
失
礼
な
事
を
思
っ
た
。

す
で
に
赤
也
の
中
で
は
、
ブ
ン
太
と
ジ
ャ
ッ
カ
ル
は
沖
縄
人
生
な
の
だ
っ
た
。

合
掌
。

「
比
嘉
中
で
、
ぽ
っ
ち
ゃ
り
系
ホ
ス
ト
の
修
行
を
積
ま
せ
る
、
と
言
う
と
ブ
ン

太
も
分
か
っ
て
く
れ
た
よ
う
だ
」

ま
る
で
悟
り
き
っ
た
か
の
よ
う
な
清
ら
か
さ
さ
え
滲
ま
せ
な
が
ら
、
柳
は
笑
顔

で
言
っ
た
。

鬼
だ
。

会
計
の
鬼
が
、
微
笑
ん
だ
！

喰
わ
れ
る
！
！
と
赤
也
は
心
の
底
か
ら
、
お
の
の
い
た
。

「
そ
れ
っ
て
丸
井
先
輩
に
、
柳
先
輩
が
分
か
ら
せ
た
、
の
間
違
い
で
し
ょ
う
が

！
」

「
第
一
、
今
日
の
客
が
赤
也
指
名
な
の
は
事
実
だ
」

柳
は
、
そ
う
言
う
と
細
い
目
で
赤
也
を
テ
ー
ブ
ル
に
送
り
出
し
た
。

「
ど
ー
も
」

そ
れ
だ
け
言
う
と
、
赤
也
は
来
客
を
眺
め
た
。

こ
ん
な
場
所
で
見
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
赤
也
だ
け
で
な
く
、
他
の

生
徒
も
同
じ
で
あ
ろ
う
。

何
し
ろ
、
来
た
の
は
テ
ニ
ス
で
は
有
名
な
跡
部
景
吾
と
…
…
。

「
護
衛
？
」

跡
部
の
ツ
レ
の
黒
づ
く
め
ス
ー
ツ
、
黒
サ
ン
グ
ラ
ス
の
大
男
（
中
味
は
樺
地
崇
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弘
）
を
見
て
、
赤
也
は
跡
部
に
聞
い
た
。

「
ア
ー
ン
？
こ
れ
は
樺
地
だ
」

こ
う
し
て
隠
密
は
終
わ
っ
た
。

ジ
・
エ
ン
ド
。

（
続
く
、
次
回
「
氷
帝
ホ
ス
ト
部
、
跡
部
景
吾
の
野
望
リ
タ
ー
ン
ズ
」
）
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「
樺
跡
で
ホ
ス
ト
パ
ラ
レ
ル
」
１
（
後
書
き
）

２
０
０
６
年
０
７
月
０
６
日
 

１
９
：
４
０
：
５
３
に

「
樺
跡
で
ホ
ス
ト
パ
ラ
レ
ル
」

と
い
う
リ
ク
エ
ス
ト
を
頂
ま
し
た
。

有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

（
あ
と
が
き
）

え
？
パ
ラ
レ
ル
じ
ゃ
な
い
っ
て
？

大
丈
夫
、
第
３
部
か
ら
パ
ラ
レ
ル
に
な
り
ま
す
。

第
３
部
は
「
立
海
ホ
ス
ト
部
、
柳
蓮
二
の
野
望
リ
タ
ー
ン
ズ
」
で
す
。

２
０
０
６
，
９
，
４
ｕ
ｐ
，
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氷
帝
ホ
ス
ト
部
、
跡
部
景
吾
の
野
望
リ
タ
ー
ン
ズ
（
前
書
き
）

こ
れ
は
サ
イ
ト
「
Ｂ
ａ
ｎ
ｃ
ａ
」
に
載
せ
た
も
の
で
す
。
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氷
帝
ホ
ス
ト
部
、
跡
部
景
吾
の
野
望
リ
タ
ー
ン
ズ

「
樺
跡
で
ホ
ス
ト
パ
ラ
レ
ル
」

氷
帝
ホ
ス
ト
部
、
跡
部
景
吾
の
野
望
リ
タ
ー
ン
ズ
。

「
ア
ホ
だ
」

「
ス
パ
イ
の
意
味
ね
え
」

「
っ
て
か
、
跡
部
は
最
初
っ
か
ら
正
体
バ
レ
バ
レ
？
」

氷
帝
テ
ニ
ス
部
文
化
祭
で
部
費
を
集
め
よ
う
会
の
面
々
は
、
異
口
同
音
に
嘆
い

た
。

「
樺
地
の
変
装
の
意
味
な
い
よ
な
ー
」

「
い
っ
そ
、
跡
部
も
ガ
チ
ャ
ピ
ン
み
た
い
な
全
身
着
ぐ
る
み
で
偵
察
に
行
く
べ

き
だ
っ
た
な
、
御
苦
労
、
い
…
…
」

「
ま
だ
だ
！
話
は
終
わ
っ
て
ね
え
！
！
」

監
督
が
解
散
を
言
い
切
る
前
に
、
跡
部
は
立
ち
上
が
り
偵
察
の
苦
労
の
続
き
を

語
り
始
め
た
の
だ
っ
た
。

（
ま
だ
樺
地
の
羞
恥
プ
レ
ー
、
続
く
の
か
！
）

氷
帝
テ
ニ
ス
部
文
化
祭
で
部
費
を
集
め
よ
う
会
員
は
、
一
斉
に
心
の
中
で
ツ
ッ

コ
ミ
を
入
れ
た
。

「
え
ー
と
、
そ
れ
で
何
の
用
件
で
…
…
。
あ
、
真
田
副
部
長
は
ホ
ス
ト
し
て
な

い
ん
ス
よ
。
柳
先
輩
に
、
泣
い
て
嫌
だ
っ
て
泣
き
つ
い
て
」

「
泣
い
て
な
ど
お
ら
ん
」

「
イ
テ
ッ
！
！
」
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暴
力
反
対
！
と
小
突
か
れ
た
頭
を
押
さ
え
な
が
ら
、
赤
也
は
真
田
を
怒
っ
た
。

「
よ
く
来
た
な
、
跡
部
。

ホ
ス
ト
遊
び
と
は
」

真
田
は
丁
重
に
ウ
ー
ロ
ン
茶
を
テ
ー
ブ
ル
に
置
い
た
。

制
服
姿
で
あ
る
。

遊
び
半
分
に
ス
ー
ツ
を
着
さ
せ
ら
れ
た
赤
也
よ
り
、
制
服
姿
の
真
田
の
ほ
う
が

遥
か
に
老
け
て
い
る
の
は
言
わ
ぬ
が
花
で
あ
ろ
う
。

「
真
田
、
ド
リ
ン
ク
が
減
っ
て
い
る
。
３
秒
で
買
出
し
に
行
っ
て
く
れ
」

柳
が
矢
の
ご
と
き
素
早
さ
で
真
田
に
伝
令
を
飛
ば
し
、
光
の
如
き
速
さ
で
教
室

か
ら
叩
き
出
し
た
の
を
見
て
、
赤
也
は
、
あ
ん
ぐ
り
と
口
を
開
け
て
見
送
る
し

か
な
か
っ
た
。

（
武
運
を
祈
る
ッ
ス
、
副
部
長
）

６
分
前
に
も
同
じ
伝
令
の
元
、
５
分
後
に
帰
っ
て
来
た
真
田
に
柳
は
「
沖
縄
の

水
は
綺
麗
だ
そ
う
だ
」
と
意
味
の
分
か
ら
な
い
脅
し
文
句
を
真
顔
で
言
っ
て
い

た
の
だ
。

そ
の
う
ち
「
ゴ
ー
ヤ
喰
わ
す
よ
」
と
言
い
出
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
、
と
赤

也
は
文
化
祭
の
恐
ろ
し
さ
を
思
い
知
っ
た
の
だ
っ
た
。

「
ゆ
っ
く
り
し
て
い
っ
て
く
れ
、
跡
部
」

柳
は
普
通
の
顔
で
、
跡
部
と
樺
地
を
歓
待
し
た
。

「
ボ
ッ
タ
ク
リ
の
よ
う
だ
な
」

「
何
を
言
う
、
良
心
価
格
、
適
正
価
格
だ
」

（
今
の
は
、
絶
対
、
跡
部
さ
ん
の
方
が
正
し
い
ッ
ス
！
！
）

実
は
メ
ニ
ュ
ー
を
い
ま
だ
見
せ
て
貰
っ
て
な
い
赤
也
は
、
心
の
中
で
叫
ん
だ
。

「
ボ
ッ
タ
ク
リ
じ
ゃ
ー
、
東
京
は
恐
ろ
し
い
の
う
…
…
」

「
こ
こ
は
神
奈
川
で
す
よ
、
仁
王
君
」

と
、
こ
こ
数
日
先
輩
た
ち
が
、
ひ
そ
ひ
そ
と
柳
を
恐
れ
て
い
た
の
を
赤
也
も
知

っ
て
い
る
の
だ
。
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メ
ニ
ュ
ー
は
見
ず
と
も
、
何
を
用
意
し
て
い
る
の
か
は
赤
也
に
も
分
か
る
。

運
ば
れ
て
く
る
、
ウ
ー
ロ
ン
茶
、
紅
茶
、
コ
ー
ヒ
ー
、
コ
ー
ラ
、
オ
レ
ン
ジ
ジ

ュ
ー
ス
、
ク
ッ
キ
ー
。

（
前
日
に
ク
ッ
キ
ー
を
ブ
ン
太
先
輩
が
つ
ま
み
食
い
し
て
柳
先
輩
に
バ
レ
た
時

は
、
柳
先
輩
の
頭
上
に
ツ
ノ
が
見
え
た
も
ん
な
ー
）

丸
井
ブ
ン
太
は
、
食
べ
た
分
の
３
倍
の
ク
ッ
キ
ー
を
買
っ
て
来
る
事
で
柳
の
怒

り
を
静
め
た
の
だ
っ
た
。

「
と
り
あ
え
ず
跡
部
が
ク
ッ
キ
ー
を
５
皿
、
だ
そ
う
だ
」

柳
の
伝
令
に
、
跡
部
と
赤
也
は
同
時
に
。

「
誰
も
そ
ん
な
事
、
言
っ
て
ね
え
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！
！
！
！
！
！
」

と
ツ
ッ
コ
ミ
を
入
れ
た
の
だ
っ
た
。

し
か
し
、
柳
の
野
望
は
天
よ
り
も
高
く
、

「
跡
部
、
ホ
ス
ト
部
に
来
た
か
ら
に
は
５
皿
や
１
０
皿
く
ら
い
は
食
っ
て
行
っ

て
く
れ
」

「
樺
地
に
こ
ん
な
１
０
０
均
ク
ッ
キ
ー
、
俺
が
出
す
の
を
許
す
と
思
っ
て
ん
の

か
！
！
！
！
！
！
」

跡
部
の
日
頃
の
グ
ル
メ
ぶ
り
が
爆
発
し
た
。

（
…
…
１
０
０
円
ク
ッ
キ
ー
し
か
、
な
い
ん
ス
け
ど
。

も
う
、
違
う
テ
ー
ブ
ル
に
移
動
し
た
い
…
…
）

勝
手
に
始
ま
っ
た
ク
ッ
キ
ー
関
が
原
の
戦
い
を
よ
そ
に
、
赤
也
と
樺
地
は
大
人

し
く
テ
ー
ブ
ル
の
端
っ
こ
で
水
を
飲
ん
だ
の
だ
っ
た
。

聞
く
も
涙
、
語
る
も
涙
の
攻
防
は
、
氷
帝
テ
ニ
ス
部
１
０
０
円
ク
ッ
キ
ー
も
美

味
し
い
よ
ね
？
の
会
員
、
一
同
の
涙
を
誘
っ
た
。

「
ど
こ
も
か
し
こ
も
、
辛
い
の
は
２
年
っ
て
決
ま
っ
て
る
ん
だ
」

と
下
克
上
、
日
吉
は
し
み
じ
み
と
語
っ
た
。

「
そ
う
だ
、
ク
ッ
キ
ー
に
罪
は
な
い
」
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と
宍
戸
が
一
堂
の
心
情
を
代
弁
し
た
。

「
ボ
ッ
タ
ク
リ
ホ
ス
ト
部
で
水
し
か
飲
ま
ん
か
っ
た
、
跡
部
と
樺
地
が
怖
い
わ

…
…
」

と
忍
足
は
偵
察
部
隊
の
有
能
さ
に
舌
を
巻
い
た
の
だ
っ
た
。

「
ふ
む
、
ボ
ッ
タ
ク
リ
に
加
担
せ
ず
一
皿
も
ク
ッ
キ
ー
を
受
け
付
け
な
か
っ
た

と
は
、
さ
す
が
だ
。

御
苦
労
、
い
…
…
」

少
々
や
つ
れ
ぎ
み
の
監
督
の
締
め
に
、
待
っ
た
を
か
け
た
の
は
、

「
だ
か
ら
！
ま
だ
偵
察
の
本
題
に
入
っ
て
ま
せ
ん
！
！
！
！
！
！
！
」

立
海
ホ
ス
ト
部
で
ホ
テ
ル
や
リ
ス
ト
ラ
ン
テ
や
パ
テ
ィ
シ
エ
や
ス
イ
ー
ツ
に
つ

い
て
ア
ホ
ほ
ど
語
っ
て
来
た
跡
部
景
吾
な
の
だ
っ
た
。

（
続
く
）
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氷
帝
ホ
ス
ト
部
、
跡
部
景
吾
の
野
望
リ
タ
ー
ン
ズ
（
後
書
き
）

２
０
０
６
年
０
７
月
０
６
日
 

１
９
：
４
０
：
５
３
に

「
樺
跡
で
ホ
ス
ト
パ
ラ
レ
ル
」

と
い
う
リ
ク
エ
ス
ト
を
頂
ま
し
た
。

有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。
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立
海
ホ
ス
ト
部
、
柳
蓮
二
の
野
望
リ
タ
ー
ン
ズ
（
前
書
き
）

こ
れ
は
サ
イ
ト
「
Ｂ
ａ
ｎ
ｃ
ａ
」
に
載
せ
た
も
の
で
す
。
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立
海
ホ
ス
ト
部
、
柳
蓮
二
の
野
望
リ
タ
ー
ン
ズ

「
樺
跡
で
ホ
ス
ト
パ
ラ
レ
ル
」

立
海
ホ
ス
ト
部
、
柳
蓮
二
の
野
望
リ
タ
ー
ン
ズ
。

「
ホ
ス
ト
部
の
カ
ラ
ク
リ
は
、
こ
う
で
す
」

跡
部
の
イ
ン
サ
イ
ト
に
よ
る
と
。

「
い
ら
し
ゃ
い
、
あ
、
新
婚
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
と
、
ち
ゃ
う
で
」

忍
足
侑
士
が
軽
く
ス
ベ
リ
ぎ
み
の
ギ
ャ
グ
で
来
客
を
迎
え
る
。

笑
顔
が
多
少
う
さ
ん
く
さ
く
て
も
、
メ
ガ
ネ
が
キ
ラ
ー
ン
と
光
っ
て
い
て
も
気

に
し
て
は
い
け
な
い
。

忍
足
は
、
ホ
ス
ト
と
い
う
よ
り
も
仮
装
の
よ
う
な
タ
キ
シ
ー
ド
姿
だ
。

日
頃
、
テ
ニ
ス
で
鍛
え
上
げ
た
足
は
白
き
ス
ー
ツ
に
隠
さ
れ
、
ボ
ー
ル
を
取
る

手
は
白
手
袋
で
包
ま
れ
、
お
客
様
を
ホ
ス
ト
部
に
い
ざ
な
う
。

席
に
案
内
さ
れ
る
と
、
と
り
あ
え
ず
鳳
長
太
郎
が
笑
顔
で
メ
ニ
ュ
ー
を
渡
す
。

「
ウ
ー
ロ
ン
茶
、
紅
茶
、
コ
ー
ヒ
ー
、
コ
ー
ラ
、
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
、
ク
ッ

キ
ー
し
か
な
い
で
す
け
ど
」

お
客
様
が
メ
ニ
ュ
ー
を
手
に
取
る
と
、
す
か
さ
ず
、

「
ク
ッ
キ
ー
は
、
部
長
が
今
回
、
特
別
に
」

と
言
い
か
け
た
と
こ
ろ
で
、
大
抵
の
御
客
様
の
脳
裏
に
は
、
部
長
＝
跡
部
＝
お

金
持
ち
＝
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
の
図
式
が
浮
か
ぶ
。

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
ク
ッ
キ
ー
と
紅
茶
を
頼
む
。

「
お
砂
糖
は
？
」
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文
化
祭
の
出
し
物
だ
か
ら
、
レ
モ
ン
と
ミ
ル
ク
は
用
意
が
難
し
く
っ
て
、
と
ゴ

ー
ジ
ャ
ス
と
は
少
し
離
れ
た
フ
ォ
ロ
ー
を
し
つ
つ
。

俊
足
を
生
か
し
た
爽
や
か
な
ウ
ェ
イ
タ
ー
、
宍
戸
が
「
砂
糖
ア
リ
の
紅
茶
と
ク

ッ
キ
ー
」
の
注
文
を
持
っ
て
い
く
。

と
、
同
時
く
ら
い
に
、
今
度
は
「
砂
糖
ア
リ
の
紅
茶
と
ク
ッ
キ
ー
！
」
を
向
日

岳
人
が
持
っ
て
く
る
。

「
あ
ー
、
ク
ッ
キ
ー
だ
ー
」

赤
と
黄
色
の
サ
ー
ブ
ボ
レ
ー
が
席
に
つ
く
と
、
長
身
サ
ー
ブ
ボ
レ
ー
鳳
は
次
の

接
客
に
つ
く
。

な
ご
や
か
に
「
せ
ま
い
教
室
じ
ゃ
、
ム
ー
ン
サ
ル
ト
の
実
演
は
無
理
！
」
と
会

話
を
し
つ
つ
。

ジ
ロ
ー
が
、
ム
シ
ャ
ム
シ
ャ
と
ク
ッ
キ
ー
を
食
べ
て
い
く
。

「
食
べ
す
ぎ
で
す
よ
」

と
日
吉
が
ジ
ロ
ー
を
追
い
出
し
、

「
す
み
ま
せ
ん
。
俺
が
下
克
上
し
た
あ
か
つ
き
に
は
、
も
っ
と
素
敵
な
催
し
物

を
し
ま
す
ね
」

と
本
気
の
目
で
詫
び
て
い
く
。

そ
ん
な
、
と
お
客
様
が
謙
遜
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
真
打
ち
、
登
場
。

「
ア
ー
ン
？
誰
が
俺
様
に
下
克
上
だ
っ
て
？
」

き
ゃ
ー
ア
ト
ベ
さ
ま
ー
と
コ
ナ
ミ
特
製
効
果
音
（
反
響
つ
き
）
を
、
適
当
に
ジ

ロ
ー
が
リ
モ
コ
ン
操
作
で
プ
チ
ッ
と
押
す
。

御
客
様
が
効
果
音
に
驚
い
て
い
る
う
ち
に
、
樺
地
、
日
吉
、
ジ
ロ
ー
、
岳
人
で

バ
リ
バ
リ
と
ク
ッ
キ
ー
を
食
す
。

跡
部
と
一
般
市
民
の
会
話
限
界
時
間
は
約
１
分
を
目
処
と
し
て
、
跡
部
は
樺
地

が
回
収
し
て
い
く
。

未
知
と
の
遭
遇
を
体
験
し
た
あ
と
、
御
客
様
が
御
会
計
。
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「
完
璧
だ
」

「
さ
す
が
デ
ー
タ
、
博
士
だ
っ
け
、
達
人
だ
っ
け
」

「
最
後
の
未
知
と
の
遭
遇
が
ウ
リ
だ
よ
な
。

立
海
に
は
な
い
ウ
リ
だ
ぜ
」

「
な
か
な
か
え
え
ボ
ッ
タ
ク
リ
か
た
や
な
あ
。

ク
ッ
キ
ー
は
薄
め
に
す
る
か
？
」

１
個
で
も
文
化
祭
の
売
り
上
げ
で
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
を
！
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
く

ち
ぐ
ち
に
相
談
を
始
め
た
。

「
よ
し
、
あ
と
は
任
せ
よ
う
。
私
は
そ
ろ
そ
ろ
帰
る
。
御
苦
労
、
い
…
…
」

「
立
海
と
同
じ
催
し
物
を
こ
の
俺
が
す
る
わ
け
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
監
督
」

跡
部
の
目
が
ク
ッ
キ
ー
関
が
原
の
戦
い
の
頃
に
、
戻
っ
て
い
た
。

「
と
り
あ
え
ず
未
知
と
の
遭
遇
を
メ
イ
ン
に
時
間
計
算
す
る
と
、
大
体
食
券
は

去
年
よ
り
１
割
増
し
く
ら
い
で
す
か
ね
」

日
吉
が
生
徒
会
に
提
出
す
る
用
紙
の
上
で
、
鉛
筆
を
ト
ン
ト
ン
と
叩
い
た
。

「
価
格
は
５
０
０
円
く
ら
い
？
ド
リ
ン
ク
と
ク
ッ
キ
ー
一
皿
と
未
知
と
の
遭
遇

で
」

鳳
が
去
年
の
定
価
１
５
０
０
円
テ
ニ
ス
部
食
券
を
思
い
出
し
た
。

「
ク
ッ
キ
ー
は
却
下
だ
」

跡
部
が
食
券
金
額
欄
に
１
５
０
０
円
と
、
書
き
込
ん
だ
。

「
跡
部
！
！
！
！
！
」

３
年
生
が
非
難
の
声
を
あ
げ
る
。

「
価
格
は
下
げ
る
な
、
去
年
の
客
に
な
め
ら
れ
る
」

跡
部
は
メ
ニ
ュ
ー
欄
に
「
ケ
ー
キ
」
と
書
き
込
ん
だ
。

「
あ
あ
あ
あ
あ
あ
っ
、
何
、
勝
手
に
書
い
て
る
ん
で
す
か
ー
ー
ー
ー
ー
！
！
！

！
！
」

２
年
生
が
悲
鳴
を
あ
げ
た
。
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「
黙
れ
、
メ
ニ
ュ
ー
の
手
配
は
俺
様
が
や
る
」

「
…
…
監
督
！
」

跡
部
と
樺
地
以
外
の
２
，
３
年
生
が
叫
ん
だ
が
。

監
督
に
は
会
議
が
ま
さ
に
踊
っ
て
い
る
こ
と
を
音
楽
教
師
的
に
伝
え
る
気
力
す

ら
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

ぼ
っ
た
く
り
ホ
ス
ト
部
で
、
跡
部
と
柳
が
ク
ッ
キ
ー
関
が
原
の
戦
い
を
始
め
た

頃
。

す
っ
か
り
赤
也
も
忘
れ
て
い
た
副
部
長
、
真
田
弦
一
郎
が
ド
リ
ン
ク
ケ
ー
ス
を

か
つ
い
で
ホ
ス
ト
部
に
到
着
し
た
。

「
遅
い
！
」

柳
は
何
往
復
も
の
配
達
で
ヘ
ロ
ヘ
ロ
の
真
田
を
一
言
、
労
う
と
す
ぐ
さ
ま
ド
リ

ン
ク
ケ
ー
ス
を
開
封
し
た
。

「
…
…
あ
れ
が
労
い
な
の
か
」

「
あ
れ
が
労
い
な
ん
で
す
、
柳
先
輩
が
言
っ
て
ま
し
た
」

客
に
問
わ
れ
る
こ
と
数
え
切
れ
ず
の
柳
蓮
二
の
横
暴
ぶ
り
に
、
赤
也
は
諦
め
た

よ
う
に
答
え
た
の
だ
っ
た
。

「
そ
ろ
そ
ろ
帰
る
か
、
樺
地
」

「
ウ
ス
」

「
…
…
ど
っ
ち
が
柳
生
か
、
気
付
い
た
か
？
」

「
多
分
、
銀
髪
の
方
、
で
す
」

「
俺
も
同
じ
意
見
だ
」

流
れ
る
よ
う
に
か
わ
さ
れ
る
会
話
に
、
赤
也
は
目
を
丸
く
し
た
。

（
今
日
の
銀
髪
が
柳
生
先
輩
だ
っ
て
何
で
分
か
っ
た
ん
だ
！
！
？
）

「
ち
ょ
…
…
！
あ
ん
た
ら
！
！
」

「
ア
ー
ン
？
俺
様
の
樺
地
と
俺
様
の
イ
ン
サ
イ
ト
を
も
っ
て
す
れ
ば
入
れ
替
わ

り
く
ら
い
気
付
か
ね
え
わ
け
が
ね
え
ん
だ
よ
」
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常
識
だ
ろ
う
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
俺
様
は
言
い
切
っ
た
の
だ
っ
た
。

「
領
収
書
は
、
結
構
だ
」

跡
部
が
赤
也
に
１
枚
の
紙
を
差
し
出
し
た
。

そ
の
紙
を
ひ
と
目
見
て
赤
也
は
顔
を
し
か
め
た
。

跡
部
と
樺
地
が
去
っ
た
教
室
の
隅
で
は
柳
が
今
な
お
、
真
田
を
い
た
わ
っ
て
い

た
。

「
弦
一
郎
、
六
甲
の
お
い
し
い
水
が
１
ケ
ー
ス
足
り
な
い
よ
う
だ
が
。
つ
い
で

に
ク
ッ
キ
ー
も
買
っ
て
来
い
と
」

「
言
っ
と
ら
ん
！
！
！
！
お
い
、
赤
也
。
ど
う
し
…
…
」

ゆ
ら
り
と
近
寄
っ
て
き
た
後
輩
に
、
柳
と
真
田
は
不
審
な
目
を
向
け
た
。

赤
也
は
、
う
や
う
や
し
く
跡
部
の
サ
イ
ン
が
入
っ
た
紙
を
柳
に
差
し
出
し
た
。

「
…
…
金
は
？
我
が
部
は
小
銭
ジ
ャ
ラ
ジ
ャ
ラ
に
こ
に
こ
現
金
払
い
だ
…
…
が

…
…
」

柳
の
顔
色
が
変
わ
る
。

「
ど
、
ど
う
し
た
蓮
二
！
つ
い
に
天
罰
が
下
っ
た
の
か
！
」

ト
ウ
ッ
と
真
田
の
疲
労
し
た
顎
に
柳
の
ア
ッ
パ
ー
が
決
ま
っ
た
。

「
な
、
何
を
す
る
、
蓮
二
…
…
」

「
あ
あ
、
す
ま
な
い
、
弦
一
郎
、
手
が
当
た
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
」

棒
読
み
で
謝
ら
れ
、
し
か
も
一
瞥
だ
に
さ
れ
ぬ
ま
ま
の
状
況
に
、
真
田
は
激
し

く
抗
議
し
た
。

「
当
た
っ
た
っ
て
、
思
い
っ
き
り
ア
ッ
パ
ー
だ
っ
た
で
は
な
い
か
！
」

「
ど
う
や
ら
俺
た
ち
、
ま
ん
ま
と
ス
パ
イ
に
手
の
内
を
知
ら
れ
た
み
た
い
ッ
ス

ね
え
」

赤
也
は
忌
々
し
そ
う
に
去
り
行
く
氷
帝
を
見
送
っ
た
の
だ
っ
た
。

「
な
ぜ
誰
も
俺
の
顎
を
心
配
せ
ぬ
の
だ
…
…
」
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「
あ
ー
、
そ
れ
は
今
は
幸
村
部
長
の
方
が
気
が
か
り
だ
か
ら
ッ
ス
」

「
そ
う
だ
な
、
赤
也
。
俺
も
少
々
、
跡
部
を
見
く
び
っ
て
い
た
よ
う
だ
」

跡
部
の
支
払
い
。

そ
こ
に
は
一
言
、
妙
に
達
筆
な
字
で
ひ
と
こ
と
。

「
ツ
ケ
に
し
と
い
て
や
る
」

と
書
か
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

「
ふ
ざ
け
た
事
を
！
跡
部
と
も
あ
ろ
う
も
の
が
、
た
る
ん
ど
る
！
」

「
跡
部
は
損
し
て
得
を
取
る
よ
う
だ
。
こ
こ
に
添
え
書
き
が
あ
る
。
幸
村
の
サ

イ
ン
だ
」

「
な
に
！
？
」

そ
こ
に
は
、
氷
帝
２
人
の
ホ
ス
ト
部
招
待
と
引
き
換
え
に
、
氷
帝
ホ
ス
ト
部
が

立
海
テ
ニ
ス
部
員
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
限
り
氷
帝
文
化
祭
に
招
待
す
る
事
を
、

両
校
の
部
長
同
士
が
合
意
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

「
部
長
も
何
で
ま
た
ス
パ
イ
に
合
意
し
て
ん
で
す
か
」

「
だ
が
、
蓮
二
。
こ
ち
ら
の
招
待
が
ふ
た
り
で
、
向
こ
う
が
…
…
８
人
で
は
、

向
こ
う
の
負
担
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
？
」

「
違
う
な
、
弦
一
郎
。
そ
の
よ
う
な
寝
言
を
言
っ
て
い
る
か
ら
お
前
に
は
会
計

を
さ
せ
な
か
っ
た
の
だ
が
、
俺
の
デ
ー
タ
は
正
し
か
っ
た
よ
う
だ
。

い
い
か
、
弦
一
郎
。
う
ち
の
ホ
ス
ト
遊
び
費
は
入
場
無
料
、
ド
リ
ン
ク
お
菓
子

別
途
徴
収
制
だ
。

こ
れ
は
俺
が
最
初
か
ら
会
員
制
チ
ケ
ッ
ト
販
売
制
と
ど
ち
ら
が
よ
り
売
り
上
げ

が
あ
が
る
か
を
考
慮
し
た
結
果
、
取
っ
た
苦
肉
の
選
択
だ
。

お
そ
ら
く
料
金
的
に
は
、
最
終
的
に
は
ど
ち
ら
も
僅
差
に
な
る
だ
ろ
う
。

だ
が
」

「
あ
の
ー
…
…
副
部
長
、
そ
れ
に
言
い
た
か
な
い
ん
で
す
け
ど
、
こ
れ
っ
て
行

か
な
き
ゃ
な
ん
な
い
っ
て
命
令
で
す
よ
ね
、
氷
帝
に
」
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「
そ
う
だ
、
向
こ
う
は
ぬ
け
ぬ
け
と
ス
パ
イ
に
来
て
置
い
て
、
こ
ち
ら
を
招
待

す
る
と
い
う
が
。

氷
帝
テ
ニ
ス
部
は
代
々
、
高
価
プ
レ
ミ
ア
チ
ケ
ッ
ト
完
全
前
売
り
制
と
当
日
券

の
伝
統
を
誇
っ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
今
年
も
跡
部
が
同
じ
戦
略
で
来
る
だ
ろ
う
。

い
い
か
、
価
格
は
去
年
１
枚
１
５
０
０
円
だ
っ
た
」

「
な
！
な
ぜ
そ
ん
な
に
高
額
な
の
だ
！
」

「
出
る
も
の
が
高
額
だ
か
ら
だ
。
去
年
は
劇
場
ば
り
の
無
駄
に
煌
び
や
か
な
演

劇
部
と
共
同
で
カ
フ
ェ
ー
を
し
た
そ
う
だ
が
。

無
農
薬
が
売
り
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
と
跡
部
お
気
に
入
り
の
ロ
ー
ス
と
ビ
ー
フ
と

い
う
メ
ニ
ュ
ー
だ
っ
た
そ
う
だ
」

「
な
ん
だ
、
そ
れ
は
。
文
化
祭
な
の
か
？
」

「
き
っ
と
予
算
と
資
金
が
違
う
ん
ス
よ
。
だ
か
ら
１
０
０
均
ク
ッ
キ
ー
も
見
た

だ
け
で
分
か
る
ん
ス
よ
」

「
そ
れ
に
８
人
も
招
待
と
は
、
跡
部
も
」

「
そ
こ
だ
！
」

「
え
？
」

「
だ
ー
か
ー
ら
、
あ
の
人
ら
自
費
で
遊
ん
で
い
っ
た
っ
し
ょ
？
水
一
杯
だ
け
で

！
俺
た
ち
も
遊
び
に
行
っ
た
ら
１
５
０
０
円
自
費
な
ん
じ
ゃ
ね
ー
ん
ス
か
？
」

「
ど
う
い
う
つ
も
り
な
の
だ
、
幸
村
…
…
」

柳
と
真
田
の
疑
問
を
よ
そ
に
氷
帝
テ
ニ
ス
部
２
０
０
名
は
、
期
日
ど
お
り
に
催

し
物
の
書
類
提
出
を
済
ま
せ
、
例
年
通
り
に
前
売
り
券
を
完
売
さ
せ
た
。

飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
１
５
０
０
円
チ
ケ
ッ
ト
が
、
更
に
当
日
も
未
知
と
の
遭
遇

を
求
め
売
り
切
れ
る
こ
と
は
明
白
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

氷
帝
テ
ニ
ス
部
完
。

コ
ン
プ
リ
ー
ト
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
デ
ー
タ
。
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時
は
立
海
ホ
ス
ト
部
、
文
化
祭
二
日
目
。

「
話
が
違
う
」

準
備
に
追
わ
れ
、
慌
し
く
柳
の
指
示
の
も
と
コ
キ
使
わ
れ
る
部
員
達
の
中
、
あ

る
男
た
ち
が
深
刻
な
顔
で
話
し
合
っ
て
い
た
。

「
入
れ
替
わ
っ
て
ラ
ク
し
よ
う
思
た
の
に
」

い
つ
も
通
り
の
、
表
情
が
読
め
な
い
詐
欺
師
は
、
あ
っ
け
ら
か
ん
と
言
っ
て
の

け
た
。

そ
れ
に
対
し
共
犯
者
は
冷
静
に
返
答
し
て
い
た
。

「
約
束
が
違
う
の
は
君
の
ほ
う
で
し
ょ
う
。
昨
日
は
私
が
仁
王
雅
治
と
し
て
接

客
し
た
の
で
す
か
ら
、
今
日
は
」

「
お
前
の
せ
い
で
、
今
日
の
俺
の
指
名
が
増
え
と
る
。

俺
は
楽
な
ほ
う
が
え
え
ん
じ
ゃ
。
だ
か
ら
、
今
日
も
お
前
さ
ん
が
ニ
オ
ウ
マ
サ

ハ
ル
な
」

「
君
こ
そ
私
の
名
で
人
を
口
説
く
の
は
止
め
た
ま
え
」

「
口
説
い
と
ら
ん
。
柳
が
”
ジ
ュ
ー
ス
の
お
代
わ
り
は
如
何
で
す
か
？
”
言
う

た
だ
け
じ
ゃ
」

「
そ
の
後
”
紅
茶
は
カ
テ
キ
ン
が
～
”
と
か
、
み
○
も
ん
た
み
た
い
な
事
を
言

っ
た
の
は
君
で
し
ょ
う
！
彼
女
た
ち
が
、
そ
れ
か
ら
４
杯
も
紅
茶
を
飲
ん
だ
の

に
は
驚
き
ま
し
た
よ
。

反
省
し
た
ま
え
！
！
」

数
秒
の
沈
黙
が
落
ち
る
。

言
い
出
し
た
の
は
、
ど
ち
ら
で
あ
っ
た
の
か
。

「
…
…
ジ
ャ
ン
ケ
ン
」

「
…
…
勝
っ
た
方
が
？
」

「
…
…
好
き
な
ほ
う
を
選
ぶ
、
最
初
は
グ
ー
！
」

か
く
て
、
勝
負
は
決
ま
っ
た
。

「
今
日
は
、
私
が
柳
生
比
呂
士
で
す
」
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「
さ
っ
そ
く
人
の
声
音
を
真
似
る
ん
じ
ゃ
な
い
！
こ
の
詐
欺
師
が
ッ
！
！
」

部
員
を
手
足
の
ご
と
く
ホ
ス
ト
部
の
準
備
に
駆
り
立
て
た
達
人
、
柳
は
、
「
柳

生
が
仁
王
に
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
負
け
る
確
率
９
８
…
…
」

と
、
い
つ
の
間
に
や
ら
し
っ
か
り
と
デ
ー
タ
を
は
じ
き
出
し
て
い
た
。

「
…
…
柳
君
…
…
」

「
…
…
仁
王
、
今
日
も
し
っ
か
り
客
人
た
ち
を
も
て
な
し
て
く
れ
」

柳
生
と
仁
王
が
逆
ら
わ
な
か
っ
た
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。

コ
ン
プ
リ
ー
ト
・
デ
ー
タ
『
ふ
た
り
の
ホ
ス
ト
』
完
。

（
終
わ
り
）
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立
海
ホ
ス
ト
部
、
柳
蓮
二
の
野
望
リ
タ
ー
ン
ズ
（
後
書
き
）

２
０
０
６
年
０
７
月
０
６
日
 

１
９
：
４
０
：
５
３
に

「
樺
跡
で
ホ
ス
ト
パ
ラ
レ
ル
」

と
い
う
リ
ク
エ
ス
ト
を
頂
ま
し
た
。

有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

こ
れ
で
ホ
ス
ト
パ
ラ
レ
ル
は
終
わ
り
で
す
。

２
点
ば
か
り
書
か
な
か
っ
た
箇
所
が
あ
る
ん
で
す
が
（
当
日
の
跡
部
の
ホ
ス
ト

ぶ
り
と
幸
村
の
サ
イ
ン
の
い
き
さ
つ
）

長
く
な
る
の
で
カ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

機
会
が
あ
れ
ば
（
拍
手
お
礼
文
に
し
よ
う
か
と
思
っ
た
け
ど
、
拍
手
あ
ん
ま
り

押
さ
れ
な
い
し
ね
ー
、
は
は
は
は
は
…
…
）

跡
部
さ
ん
は
ホ
ス
ト
で
も
頂
点
、
目
指
せ
る
と
思
い
ま
す
。

樺
地
は
…
…
そ
う
い
え
ば
、
そ
こ
の
と
こ
を
今
回
カ
ッ
ト
し
た
よ
う
な
…
…
。

ま
あ
大
丈
夫
で
す
。
彼
は
テ
ニ
ス
も
偵
察
も
ホ
ス
ト
も
抜
か
り
あ
り
ま
せ
ん
。

樺
地
で
す
か
ら
。

今
回
、
お
蔵
入
り
す
る
予
定
だ
っ
た
立
海
文
化
祭
ネ
タ
を
全
部
ぶ
ち
込
ん
で
み

ま
し
た
。

お
蔵
入
り
の
理
由
は
、
今
年
の
１
月
、
７
月
と
荒
ら
し
に
好
き
放
題
言
わ
れ
て
、

す
っ
か
り
テ
ニ
プ
リ
を
更
新
す
る
気
が
減
っ
た
か
ら
で
す
。

（
荒
ら
し
に
絵
が
下
手
！
と
言
わ
れ
て
ガ
ン
ガ
ン
小
説
を
更
新
す
る
わ
け
な
い

じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
当
然
の
帰
結
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
た
だ
で
さ
え
サ
ッ
カ
ー
と
リ
ボ
ー
ン
し
か
当
時
、
更
新
で
き

て
な
か
っ
た
の
に
わ
ざ
わ
ざ
テ
ニ
プ
リ
に

荒
ら
し
コ
メ
ン
ト
を
送
っ
て
く
る
な
ん
て
、
ど
れ
だ
け
私
に
テ
ニ
プ
リ
の
更
新

を
し
て
欲
し
く
な
い
ん
だ
と
寒
気
が
し
ま
し
た
。
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荒
ら
し
は
テ
ニ
プ
リ
は
巨
大
ジ
ャ
ン
ル
だ
か
ら
下
手
な
書
き
手
が
減
ろ
う
と
も

悲
し
み
は
感
じ
な
い
幸
せ
な
人
な
の
で
し
ょ
う
か
）

今
回
は
氷
帝
と
立
海
と
い
う
ふ
た
つ
の
ワ
ー
ル
ド
を
比
較
し
て
み
ま
し
た
。

だ
か
ら
こ
れ
は
パ
ラ
レ
ル
な
の
で
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

立海ホスト部、柳蓮二の野望
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